
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 

 
 

 
  
  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

年末年始の高病原性鳥インフルエンザ 

  発生予防対策の徹底をお願いします！ 
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農場に立ち入る人及び車両の消毒を徹底！ 

 入場者記録簿に消毒実施確認欄を作り、消毒状況を記録しましょう 

 家きん舎に入る場合は衣服や靴の交換、十分な消毒を行いましょう 

野鳥、ネズミ等の野生動物対策！ 

 農場敷地内にこぼれた飼料をすみやかに清掃 

 鶏舎だけでなく、堆肥舎や死亡鶏置き場等にも防鳥ネットを設置 

 防鳥ネットは、定期的に破損箇所を点検・修繕、改めて今一度点検！ 

 鶏舎屋根と壁の間、壁と防鳥ネットの間など、見落としがちな侵入経路も詳細に点検 

 ネズミ対策として、忌避剤や殺鼠剤を使用 

 ネズミの通路になるような地面の穴を埋める 

 本年 11 月以降、国内各地で家きんでの発生が確認されています。また、野鳥等について

も全国的に本病が確認され、引き続き、いつどこで発生があってもおかしくない状況です。 

 家きん飼養者の皆様は、これまで以上に念入りに飼養家きんの健康観察を行い、異状が見

られた場合は、年末年始中であっても早期通報を行うようお願いします。 

早期発見、早期通報をお願いします！ 
連絡先：つがる家畜保健衛生所  ０１７３-４２-２２７６ 

（土日休日緊急用携帯    ０９０-８７８８-７４５９） 

次のような異状が見られた場合、すぐに家畜保健衛生所へご連絡下さい！ 

 

特に以下の点の点検・確認をお願いします！ 

 

■ 突然死亡する・死亡率が急激に上がる 

■ 産卵率が低下する 

■ 顔面、肉冠のチアノーゼ（赤黒いむくみ） 

■ せき、くしゃみ、神経症状（動きがおかしい） 

■ 家きんがまとまって死亡、またはうずくまっている 

とさかと 
肉冠のチアノーゼ 

写真：動衛研ＨＰより 

脚部の出血 

 

我が国では、これまで家きん肉及び家きん卵を食べることにより、鳥インフルエンザウイルスが 

人に感染した事例は報告されていません。 

今一度 

点検・確認！ 


